
小型飛沫除去装置の販売・事業化について

可視光光触媒を用いた小型飛沫除去装置は共
同研究先のダイワ株式会社から販売が決定し
ており、金型を用いた大量生産、広告資料など
の作成を行っている途中である。

しかしながら、現状では主に臭気に対して効果
を発揮する小型空気清浄機としての活用が主な
アピールポイントとなっており、感染症対策への
効果・効能は謳うことが出来ない。（景品表示法、
薬機法などに抵触する可能性がある）

このため、今後室内のエアロゾル中に含まれる
ウイルス量を低減できていないかの検証を行い、
これまでに積み重ねてきた物理的・化学的性能
と合わせて客観的事実として表示を行っていく。

また、現状使用している可視光応答型光触媒は
東芝ルネキャットであるが、アンモニアを分解で
きないが、アンモニアを分解可能なシャープ製光
触媒はフィルターとして使用した際の一般有機
化合物の分解性能と、長期安定性に問題があ
るため、改良を進める。

ダイワ株式会社側で設計、製作した
試作機。USB 給電により電安法に

抵触せず、アダプターなどの信頼性
の問題を回避している。

大学側で特許を取得していない
（22P076により権利継承しない決

定）ため、成果有体物の提供として、
製法を公開していないフィルターの
提供が考えられる。



西成区あいりん地区臭気環境改善

2023-2024年度の大阪市と社会連携課との大学連携サポート事業として大阪市西

成区あいりん地区に於ける臭気環境の改善に取り組んでおり、最も問題となるの

はアンモニア臭と結論づけアンモニア臭低減のため光触媒の塗布を試みた。アン

モニアは尿中に含まれる尿素がバクテリアの働きにより分解して生成されるため、

バクテリアの殺菌と、アンモニア自体の分解の両方の効果が期待できる。

アンモニアは人が感じる嗅覚閾値は 2 ppm 程度とされており 0.1 ppm から測定可

能な電気化学式の検出器を用いたが、明確にアンモニア臭がする現場で検知が

出来なかった。

このため、4日間 0.03 ppm のアンモニアに暴露すると色が変わるパッシブ型のイン

ジケーターを用いて評価を試みた。

①～③

④～⑦

⑧

尿素液（2.0g/L 100mL）を 13 L の密閉コンテナに入れ、0.2% 可視

光応答光触媒スラリー（東芝 ルネキャット） 5 mL を加えた物と加え

なかった物とで生成するアンモニア濃度の比較実験結果

太平洋マテリアル パッシブインジケーターカタログより



都市臭気環境改善→ 感染症対策

感染症に強いまちづくり

メトロポリタンヘルス

都市住民とのリスクコミュニ
ケーションによる行動変容

早期発見のための検出
技術と情報共有ネット
ワークの構築

都市の免疫力とレジリエンス
（回復力）の向上

診断や治療といった医療機関による対応が
必要となる病気になる前の、「未病」を防ぐた
めの予防医学の考え方で、もっとも基本とな
る住環境を快適にすることで「自然と健康に
なれる環境整備」を行うのがゼロ次予防であ
る。劣悪な都市環境を放置することは「割れ
窓理論」的に連鎖的な環境劣化を招くため、
どこかでその鎖を断ち切らなければならない。

工学的な感染症拡大抑制技術
の開発と防衛拠点への配備

光触媒を用いた感染症対策技術は一般に認知さ
れておらず、普及には時間を要する。このため、感
覚的に非常に分かりやすい臭気に対する対策を前
面に出すことで普及を図る。そのためには臭気対
策に有効であることを実証する必要がある。

古くは日雇い労働者の宿として、近
年は海外からの観光客向けのリー
ズナブルな宿としてあいりん地域周
辺の「ドヤ」が存在するが、換気環境
などに問題があり、臭気環境が劣悪
な場合があるのに加えて感染症蔓
延の温床となっている可能性がある。



大阪府・大阪市・西成区と感染症

大阪は日本で最も感染症に脆弱な都市であり、
特に西成区が全体を左右するキーとなっている

・大阪市西成区は長年、全国の市区町村別で平均寿命が最
も短い。以下、浪速区 2位、生野区 3位と続く。

・ 新型コロナワクチンの接種率が、20ある政令指定市で下
から2番目（22年3月時点）
・要介護認定率が全国で最も高い
・介護保険の被保険者1人当たりの介護費が最も高い
・就学援助受給率が全国平均を大きく上回っている
など・・・

大阪市西成区は、日本国内で突出して高い結核罹
患率を示す地域であり、人口10万対罹患数は
2021: 79.7, 2022: 58.5, 2023: 78.5, 2024 80.2 と
大阪市内24区で最も高く、全国平均の2024: 8.1, 

大阪市 2021: 18.6 と比べて極端に高い値である。

特にあいりん地区（新世界周辺）に結核患者が集中
している。(www.kekkaku.gr.jp などから)

（出典）厚生労働省「新型コロナウイルス感染症公表値」、厚生労働省「これまでのワクチン総接種回数（都
道府県別）」、大阪府「新規登録結核患者数及び罹患率の推移」、厚生労働省「令和6年度被保護者調査」

新今宮駅北側の星野リゾートOMO7大阪ホテ
ルの開業や、あいりん労働福祉センター取り
壊し、四角公園の大規模改装など、あいりん
地区を取り巻く状況は急速に変化しつつある





2025年12月18日に実施した側溝クリーニング作業

2025年12月18日に側溝のクリーニング作業を実施した。
まず、次亜塩素酸ナトリウム水溶液（キッチンハイター原
液 500ml）と、逆性石けん（ベンザルコニウム塩化物
0.05%水溶液 4L）を散布し、殺菌、浄化の上で、ワイヤー
デッキブラシ、ワイヤーヘッドを付けた電動ドライバーなどに
よりクリーニングを行った。高圧洗浄機はポータブル電源の
電源容量が小さすぎて駆動できなかったため、ポリタンクか
ら水をまいた後にワイヤーブラシで繰り返し排水した。なお、
安全のため厚手のゴム手袋、ゴーグル、サージカルマスク
を着用し、レインコートズボンと撥水性のジャンバー着用で
作業を行った。
その後キムタオルにより吸水、絞って排水枡に流す作業
を繰り返し、大まかに水分を除いた後にポータブル電源に
接続したサーキュレーターにより乾燥させた。細かく残った
部分はバッテリー式のヒートガンで乾燥させた。
萩ノ茶屋1丁目11 の側溝の角の部分や、萩ノ茶屋1丁目3 

の側溝の雨水が滞留するエリア全面に、尿石（尿に含まれ
るカルシウムなどのミネラル成分が、尿素やタンパク質が細
菌によって分解・変質した生成物と結合して結晶化したもの
で、黄ばみや悪臭の原因となる）と思われる固着物が堆積
しており、酸性洗剤などは持参していなかったため完全に
は除去できなかったが、相当程度除去することが出来た。
十分に乾燥させた後にシャープ社から提供されたバイン
ダー入りの可視光応答光触媒スラリー原液を噴霧機を用い
て噴霧した。塗布量は萩ノ茶屋1丁目3の通りと、萩ノ茶屋1

丁目11 の通りでそれぞれ 1 L ずつであった。

クリーニング作業後の側溝の状態（光触媒塗布前）



2025/12/8
第9期

萩ノ茶屋1丁目3 萩ノ茶屋1丁目11

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

側溝洗浄・
光触媒塗布

①’

2025/12/11
第10期

2025/12/21
第12期

2025/12/26
第14期

2026/1/26
第15期

2026/3/26
第17期

*浸水有

測定地点

ピンク色のパッシブインジケーターを、0.03 ppm 程度のアンモニアに4日間曝露すると黄色く変色します





2) 西成区の臭気環境改善など都市衛生環境改善
a) あいりん地区アンモニア濃度測定と光触媒による抑制効果評価

2025年12月の施工により、劇的にアンモニ
ア濃度が低下 → 半年程度で再び濃度上昇

2026/7/15 に再度側溝のクリーニング、光
触媒除去を実施。

今回は、尿石（尿に含まれるカルシウムな
どのミネラル成分が、尿素やタンパク質が
細菌によって分解・変質した生成物と結合
して結晶化したもので、黄ばみや悪臭の原
因となる）の除去にフォーカスし、酸性洗剤
（サンポール）による分解を行ったが、余り
にも量が多く、用意した酸性洗剤が足らず
完全に除去することは出来なかった。

また、酸性洗剤使用後であるため、次亜塩
素酸Na 系漂白剤は使用できず、施工直後

は逆に結晶化していた尿石が融けて悪臭
が悪化しているような状態であった。

パッシブインジケーターでの測定でも改善は見られず、
改めて下地処理の重要性が確認された。



光触媒に於ける下地処理の重要性

38L サイズのアクリルデシケーターを使用して、有機ガスの一種であるホルムアルデ
ヒド(HCHO)濃度の変化をホルムアルデメータ htV-m を使用して測定した。

簡易な構造かつ低価格で、教育現場などでの自作による普及を検討しているひかりク
リーナー標準機でも確実な分解性能が確認されると共に、さらに高濃度の光触媒と無
機系の材料を使用したフィルターを用いた市販製品用試作機は、既存の光触媒式小
型空気清浄機をはるかに凌ぐ性能を発揮した。

量産型高性能無機
材質フィルター

改良版ホルムアル
デヒド分解測定
38L チャンバー
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2) 西成区の臭気環境改善など都市衛生環境改善
a) あいりん地区アンモニア濃度測定と光触媒による抑制効果評価

大阪市西成区との共同研究に加えて、本学と包括連携
を結ぶ Osaka Metro とも共同研究を開始。

2026/4/23 に、Osaka Metro 側から問題提起のあった

出戸、守口、堺筋本町、九条、弁天町の各駅において、
臭気環境調査。トイレのアンモニア臭以外の様々な臭気
の問題があることを確認。出戸以外の各駅において、
パッシブインジケーターを用いた測定と、テスト施工によ
る工法の確認を行った後に、2026/7/15 夜中に第一回

の本格施工を実施。床面タイルの間の目地の部分に
フォーカスし、塩化ベンザルコニウム水溶液（逆性石け
ん）と酸性洗剤（サンポール）を用いて目地部分の細か
い掃除、タイルに影響を与えない光触媒塗布を行った。
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2026/07/09
第1期

守口駅1番出口

① ② ③

2026/7/15
第1回
本格施工

2026/07/12
第2期

2026/07/15
第3期

2026/07/21
第4期

2026/7/24
第5期

九条駅西側トイレ 九条駅東側トイレ 弁天町駅西側トイレ

① ② ① ② ① ②



2) 西成区の臭気環境改善など都市衛生環境改善
a) あいりん地区アンモニア濃度測定と光触媒による抑制効果評価

床面は元々日常的に清掃が行われており、目地部分だ
けへの光触媒塗布は余りにも限定的であったため、明
確な効果は見られなかった。

このため、放射線教育などで使用している 365 nm の波
長の強力な UV ライトを用いて、壁面も含めた尿による

汚染状況の確認を行い、やはり床面よりも壁面などに飛
び散った汚れが臭気の発生源である事を突き止めた。

なお、床面は黒いタイルが使用されており、白っぽくなる
光触媒の全面塗布は出来なかったが、壁面では白-茶
色の素材であるため広い面積に塗布可能である。



2) 西成区の臭気環境改善など都市衛生環境改善
a) あいりん地区アンモニア濃度測定と光触媒による抑制効果評価

第2回本格施工の前に、壁面の汚れの対策をインジ

ケーターによる測定の際に並行して実施した。クエン酸
とダスター程度では極めて労力が大きく、メラミンスポン
ジによる除去が極めて有効であることが明らかとなった。
個室の壁面などは手の皮脂によるものと思われる汚れ
があり、メラミンスポンジでも除去が困難であったが、マ
ジックリンなどの洗剤と電動ブラシを併用することで対処
できた。なお、除去した後そのままでは汚れを広げてい
るだけであるため、ダスターによる拭き取りも重要である。

除去作業の最中に、UV ライトを併用して汚れを目視し

ながらの作業が極めて有効であったが、片手が埋まって
しまうため、ヘッドライト型の製品も導入したが、全く役に
立たなかった。ピーク 波長 399 nm のほぼ可視光の製
品であることが分光照度測定で明らかになり、返品した。

-5000

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

50000

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000



2026/09/01
第6期

③

2026/9/15
第2回
本格施工

2026/09/15
第7期

2026/09/18
第8期

2026/09/21
第9期

2026/9/24
第10期

九条駅西側トイレ 九条駅東側トイレ 弁天町駅西側トイレ

① ② ① ② ① ②③ ③

2026/9/1
デモ施工

2026/8/27
発生源調査

光触媒塗布無し光触媒塗布有 光触媒塗布有



③

2026/09/21
第9期

2026/9/24
第10期

九条駅西側トイレ 九条駅東側トイレ 弁天町駅西側トイレ

① ② ① ② ① ②③ ③

2026/07/09
第1期

2026/07/12
第2期

2026/07/15
第3期

第1,2回
本格施工




